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──周作クラブ会報──

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

「
遠
藤
周
作
の
生
涯
と
文
学
～
『
イ
エ
ス

の
生
涯
』・『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』
を
読
む
」

日　

時�

７
月
10
日
、
９
月
11
日
（
土
）

�
�
�
�

15
時
20
分
～
16
時
50
分

（
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
込
み
の
際
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

�
�
�
�

（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

講　

師　

山
根
道
公

受
講
料　

１
回
２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

風
編
集
部

　
　
　
　

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

内　

容�

『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
の
続
編
『
キ

リ
ス
ト
の
誕
生
』
を
読
み
解
き
、

弱
い
弟
子
た
ち
を
変
え
て
い
く
永

遠
の
同
伴
者
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

◆
軽
井
沢
高
原
文
庫
の
お
知
ら
せ

軽
井
沢
高
原
文
庫
（
館
長
・
加
賀
乙
彦
）

で
は
、
７
月
19
日
（
月
）
ま
で
、「
文
学

に
描
か
れ
た
軽
井
沢
１
２
０
年
の
物
語
」

と
題
す
る
企
画
展
示
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
開
館
25
周
年
記
念
特
別
展
と

し
て
「
文
士
と
宿　

万
平
ホ
テ
ル
・
つ
る

や
旅
館
・
星
野
温
泉
で
過
ご
し
た
日
々
」

が
７
月
24
日
（
土
）
か
ら
10
月
11
日
（
月
）

ま
で
催
さ
れ
、
期
間
中
以
下
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
〈
軽
井
沢
高
原
文
庫
の
会
〉

８
月
７
日
（
土
）
13
時
よ
り

対
談
／
俵
万
智
・
矢
代
朝
子
「
軽
井
沢
と

歌
人
た
ち
─
軽
井
沢
で
詠
ん
だ
歌
っ

て
？
」
対
談
後
、
野
外
で
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
。

　
〈
高
原
の
文
学
サ
ロ
ン
〉

９
月
４
日
（
土
）
14
時
よ
り

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん　

二
代
目
星
野
嘉
助
を

語
る
」
─
星
野
佳
路
（
星
野
リ
ゾ
ー
ト
代

表
。
聞
き
手
・
矢
代
朝
子
。

い
ず
れ
も
会
員
・
会
費
制
で
予
約
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
軽
井
沢
高
原
文
庫
に
、

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

 

０
２
６
７-

４
５-

１
１
７
５

◆
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い

会
報
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
会
の
催
し

や
運
営
方
法
に
つ
い
て
、
ご
遠
慮
な
く
ご

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
手
紙
か
葉
書
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、「
周
作
ク
ラ
ブ
」

事
務
所
ま
で
。
ま
た
会
報
へ
の
投
稿
も
、

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。

◆
編
集
後
記

▼
鬼
の
霍
乱
と
い
う
人
も
あ
り
、
年
齢
を
考
え

れ
ば
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
が
き
て
当
然
と
い
う
向
き

も
あ
っ
て
…
…
。
と
も
か
く
、
４
月
下
旬
の
11

日
間
を
、
東
京
新
宿
の
病
院
で
過
ご
し
ま
し
た
。

手
術
は
成
功
し
、
左
腎
を
半
分
ほ
ど
切
り
取
り

ま
し
た
が
、
左
脇
腹
に
大
き
な
傷
跡
が
で
き
た

こ
と
と
、
そ
の
周
囲
の
痛
み
が
な
か
な
か
取
れ

な
い
こ
と
を
除
け
ば
、
経
過
は
順
調
で
す
。

▼
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
す
。
久
し
ぶ
り
の
文

学
館
と
、
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
の
皆
さ
ん
と
の
再

会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
、
残
念
で
す
。

▼
入
院
と
自
宅
療
養
と
い
う
１
ヵ
月
を
経
験
し

て
、
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
、
人
生
観
が
変
わ
り

ま
し
た
。
心
身
の
「
痛
み
」
を
、
想
像
す
る
の

と
体
験
す
る
の
で
は
違
い
ま
す
。
遠
藤
周
作
の

人
と
文
学
へ
の
理
解
が
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
深
ま
っ

た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
さ
て
、
次
号
は
い
よ
い
よ
周
作
ク
ラ
ブ
創
立

10
周
年
記
念
号
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
「
思

い
出
」
の
原
稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
応

募
状
況
は
い
ま
い
ち
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
39
号

�

２
０
１
０
年
６
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
こ
の
号
の
編
集
者　

岡
田
厚
美
、
矢
内
一
正
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
恭
弘
、
太
原
正
裕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原　

雄

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

�

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
１
１-

７
９
３
９

●
次
回
の
会
報
発
行
は
８
月
の
予
定
で
す
。

原
稿
募
集

　
﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
の
思
い
出

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
10
周
年
記
念
号
（
第

40
号
、
８
月
下
旬
発
行
予
定
）
の
原
稿

を
募
集
し
ま
す
。
内
容
は
自
由
で
す
。

下
記
の
要
領
に
従
っ
て
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　

会
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
る
新
た
な
る

遠
藤
文
学
と
の
出
合
い
、
ま
た
人
と
の

出
合
い
、
旅
行
や
会
合
、
周
作
忌
な
ど

の
思
い
出
、
会
報
と
自
分
等
、
何
で
も

結
構
で
す
。

︿
応
募
要
領
﹀

▼
手
書
き
、
パ
ソ
コ
ン
い
ず
れ
で
も
結

構
で
す
が
、
必
ら
ず
下
記
の
「
周
作

ク
ラ
ブ
」
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
原
稿
の
長
さ
は
４
０
０
字
～
８
０
０

字
位
を
目
安
に
お
願
い
し
ま
す
。
で

き
る
だ
け
「
タ
イ
ト
ル
」
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
は
６
月
30
日
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
。

　

以
上
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

◆
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
せ
ん

か
。
年
会
費
（
９
月
～
翌
年
８
月
）

は
３
千
円
で
す
。
年
４
回
、
遠
藤
文

学
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
載
る
こ

の
会
報
が
送
ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主

催
す
る
勉
強
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
遠

藤
文
学
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅
行
会
な

ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
若

い
人
も
大
歓
迎
で
す
。
ま
た
会
員
の

方
も
、
ど
う
ぞ
ご
家
族
や
友
人
、
知

人
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
下
記
の
加

藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下
さ
れ

ば
、
折
返
し
会
費
振
込
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
。




